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ヒト胃に異所発生するパネート細胞分泌反応の機能解析

He】icobacter(ILpylori)感染は、胃炎・胃潰瘍・十二指腸潰癖の主要な病

原因子であり、胃癌の病因にも深く関与している。Ｈ､pyUori感染は、胃粘

膜に萎縮と腸上皮化生をおこすが、臨床的に腸上皮化生を生じた胃粘膜に

は、Ｈ・pyIoriは生息しない。一方、胃粘膜の腸上皮化生では、胃クリプト

基底部にパネート細胞が異所性にパネート細胞が出現する。本来、パネー

卜細胞は、小腸粘膜にのみ出現し、その殺菌活性によって小腸粘膜の自然

免疫よる粘膜感染防御機栂を形成するた。本研究では、ヒト胃粘膜萎縮部

にみられる腸上皮化生に異所性発生したパネート細胞の機能を明らかにす

ることを目的とした。



旭川医科大学付属病院および旭川厚生病院で、インフォームドコンセ

ントのもとにえられた胃粘膜材料から、ＥＤＩＵｋ分離法を用いて、胃クリプ

トを単離した。単離した胃クリプトを用いて、ヒトdefbnBinmRNAを検

出するHILPCRを行うとともに，単離クリプトをSalmonena

typhimurium(Styphimmium)に暴露、パネート細胞の分泌による殺菌率

をＣＦＵから求めた。同時にHpyIoriに対する単離クリプトの抗菌活性を

求めた｡パネート細胞をNitrogenで破砕し､穎粒蛋白を得たのち､acddurea

gel電気泳動をおこない、切り出したバンドから蛋白を抽出し、その抗菌活

性を測定した。本研究により、下記の点が明らかにされた。

（１）単離胃クリプトの基底部に、穎粒の存在で繊別されるパネート細胞

が含まれ､単一のクリプトレペルでヒトdefbnBmmRNAの存在が

確認された。

（２）Styphimurium暴露により、パネート細胞を含む胃クリプトは、

殺菌活性を放出し、異所発生したパネート細胞にも抗菌活性が存在

した。

（３）HpyIoriとパネート細胞を含む胃クリプトの反応上滑はHpylon

に対する殺菌能を有していた。本殺菌能は、パネート細胞穎粒蛋白

にみられた。

（４）胃パネート細胞分泌物には、acddmDagel電気泳動で、lyBozyme

よりも塩劃生を示す蛋白のバンドが複数みられ、そのうちBkDaの

バンドから抽出した蛋白に抗菌活性が認められた。

これらの所見から、胃において、異所性パネート細胞を発生させる腸上皮

化生への変化は、胃クリプトをHpy10ri感染から守ろうとする、生体防御

機栂の一環であることが示唆された。本研究は、胃Ｈ､pylori感染と異所性

発生する腸上皮化生の関連を機能的に明らかにした論文で、高く評価され

るべき研究である。

論文審査後、同人に対して諮問審査を行い、その結果、本鶴文の内容は学

位（博士）識文として価値あるものと認め、諮問審査の内容からも審査に

合格と判定した。


